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_

､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
研
究
の

一

視
角
■
仰

-
経

済

的

必

然

性

粛

1

( 1 19) 研 究 ノー ー ‾･ト

藤

田

伍

一

Ⅵ

∴

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
が

､

労
働
者
保
護
立

法
と

の

対

抗
関
係
を

基
礎

(

1
)

に

し
て

構
想
.
遷
れ

モ
こ

と

は
､

よ

く

知
ら
れ

て

い

る
｡

ビ

ス

マ

ル

ク

ほ
､

一

入
七
二

年
､

∴

側
近
の

H
J

W
品
｡

ロ
｡
r

に
･
｢

棟
準
労
働
日
+

に

つ

い

て

草
案
作
成
を

依
願
し

て
い

た
が

､

一

八

謹
小

年
に

は
､

｡

れ
に

代
え

て
､

社
会
保
険
法
の

原
案
作
成
を

委
託
し

て

い

る
｡

一

八

七

六

年
九

月
三

〇
日

付
の

商
務
大
臣
■
早
く
･

･
官
F

昌
b

g
F

あ

て

め

公

式
文

書

で

も
､

エ

場

(

3
)

法
制
定
へ

の

反

対
態

度
が

看
取
さ

れ

る
｡

お

そ

ら
く

､

こ

の

間
に

労
働
者

保
護
.の
･
拡
大
立
法
化
を

断
念
し
た

も

の

で

あ

ろ

う
｡

ビ

ス

マ

ル

ク
が

労

働
者
保
護
立
法
に

否
定
的
な

の

は
､

そ

れ
が

｢

産
業

･
負
担
+

と

し

て

工
業
の

｢

対

外
競
争
力
+

を

害
す

る

か

ら

で

あ
っ

一
た

｡

た

と
え

ば
､

こ

の

時
期
の

労
働
者
保
護
問
題
の

中
心

的
位

置
を

占
め

た

と

思

わ

れ

る

｢

日

曜
労
働
の

廃
止
+

や

｢

瀞
女
子

労
働
の

制
限
+

は
､

生

産
減

少
の

一

因
と

し
て

∵
エ

業
の

対

外
競
争
力

､

輸

出
能
力
を

低
下
さ

せ

る

も

(

1
)

の

と

考
え
て

い

た
｡

そ

れ

故
に

､

彼
ほ

一

八

八
一

年
四

月
二

日

の

河
e
i

c

F

?

t

品

に

お

け
る

演
説
で

､

国
内
産

業
の

対
外

競

争

力
に

言

及
し

､

労
働

者
保
茸
に

関
し

て
､

産
業
負
担
の

行
過
ぎ
が

な
い

よ

う
警
告
を

発
し

た

の

(

5
)

で

あ
っ

た
｡

∽
t

e
i

邑
e

は
､

一

八

七

七

年
か

ら

八
一

年
に

か

け
て

､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
政
策
は

､

H

国
内
産
業
部
門

間
の

負

担

力
の

観
点

､

肖

外
国
に

対
す

る

ド

イ

ツ

産
業
の

負
担
力
の

観
点
に

立
脚
し

て

い

た
､

と

述

(

8
)

ぺ

て

い

る
｡

こ

の

解
釈
は

､

一

八

七

九

年
保
護
関
税
立
法
に

ょ

る

｢

穀
物

と

鉄
+

の

同
盟
成
立

時
に

重
工

業
部
門
の

海
外
進
出
が

ド

イ

ツ

資
本
主
義

発
展
の

基
本

条
件
と

さ

れ

て

い

た

点
を

考
慮
に

入

れ

て
､

生

産
拡
大
と

輸

出
能
力
の

二

つ

の

要
件
を

満
し

う
る

重

工

業
資
本
が

政
策
の

軸
心
に

あ
っ

た

と

み

る

理

解
で

あ

ろ
う

｡

重
工

業
資
本
と

労
働
者

保
護
立

法
と
の

関
係

に

つ

い

て

は
､

C

旨
n

が

次
の

よ

う
に

明

瞭
に

規
定
し

た
｡

｢

一

八

八

〇
年

代
の

状
態
は

､

声
e

i

c

F
s

t

品

で

要
求
さ

れ

た

適
度
の

労
働
者

保
護
立

法
､

た

と

え

ば
､

.
日

曜
休
日

や

蔚
女
子

労
働
の

制
限
を

内

容
と

す

る

立
法
を

妨

げ

る

も

の

で

は

な
か

っ

た
｡

ビ

ス

マ

ル

ク

が

こ

れ
に

反
対

し
た

の

は
､

明

ら

か

に
､

一

八

七

〇
年
代
末
の

関
税
政
策
の

転
換
以

後
､

政
治
的

､

個
人

的
に

親
密
な

関
係
に

あ
■つ
た

重

工

業
家
グ
ル

ー

プ

か

ら
､

一

方
的
に

労
働

者
保
護
立
法
の

影
響
に

つ

い

て

情
報
を

受
け

､

急
速
に

そ

の

見
解
て

達
し

(

7
)

た

た

ゆ
で

あ
る
+

と
｡

か

か

る

｢

産
業
負
担
+

の

観
点
か

ら

労
働
者
保
護
立
法
の

発
展
は

お

し

と

ど

め

ら
れ

る

に

至
つ

た

が
､

こ

の

こ

と
ほ

､

け
っ

し

て

重

工

業
資
本
が

､

労
働
力
の

保
全
を

必

要
と

し

な
か

っ

た
こ

と

を

意
味
す
る

も

の

で

は

な
い

｡

む

し

ろ

｢

大
不

況
+

期
の

利
潤
確
保
は

直
接
生

産
過
程
に

お

け

る

労

働
条

(

8
)

件
の

悪
化
と

労
働
強
化
を

促
す

要
因
を

持
っ

て

お

り
､

労
働
力
再
生

産
過

9

濯
へ

の

保
護
的
政
策
を

｢

客
観
的
+

に

必

要
と

し

た

は

ず
で

あ
っ

た
｡

ピ

.
〃

｢
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一

号 ( 1 2 0)

ス

マ

ル

ク

社
会
政
策
の

き

わ
だ
っ

た

特
徴
ほ

､

労
働
力
保
全
を

社
会
保
険

制
度
の

機
能
を

通
じ

て

図
ろ

う
と

し
た

こ

と

に

あ

る
｡

労
働
者
保

護
立

法

の

否
定
を

通
じ

て

登
場
し

た
ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
は

､

い

わ

ば
､

労
働

力
に

関
し

て

｢

事
前
的
保
護
+

よ

り

も
､

｢

事
後
的
救
済
+

の

方
を

選

択

し

た

結
果
で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

こ

の

形
態
を

選
ぶ

た

め

に

は
､

二
つ

の

前
提
が

必

要
で

あ

ろ

う
と

思
わ

れ

る
｡

第
一

に
､

産
業
負
担
の

問
題
に

関
連
し

て
､

事
後
的
救
済
の

方
が

､

事

前
的
保
護
よ

り

も

資
本
に

と
っ

て

｢

負
担
減
+

で

あ

る

こ

と

が

前
提
と

な

ら
な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

こ

れ

ま
で

検
討
し

た

と

こ

ろ

で

は
､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
は

､

業
務
上

災
害
と

業
務

外

疾

病
を

､

一

三

週

間
の

｢

待

期
+

期
間
を

妖
介
と

し

て

結
合
さ

せ
て

お

り
､

事
前
的
な

労
働
者
保
護
立

法
よ

り
も

､

｢

ビ

ス

マ

ル

ク

型
+

社
会
保
険
に

よ

る

事
後
的
な

救

済
の

方

(

9
)

が

資
本
に

と
っ

て

｢

安
上

り
+

で

あ

る
こ

と
が

､

確
認
さ

れ

た
｡

す
な

わ

ち
､

■
ビ

ス

マ

ル

タ

社
会
保
険
は

､

そ
の

一

面
に

お
い

て
､

労
働
者
保
護
立

法
の

代
替
物
と

し

て

労
働
力
保
全
を

｢

安

価
な
+

方

放
で

行
お

う
と

す

る
､

す
ぐ

れ
て

資
本
家
的
な

労
働
力
政
策
と

規
定
し

う
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

(

1
)

く
g

】

.

P

出
r

∽
-

m
O

n
〉

勺
･

.

望
h

S

雫
旨
h

玩
白

星
駕
篭
苫

乳

莞

.

弓
b

礼

訂
h

計
叫

顎
ま

点
｢

乱

読

哲
b

岳
訂
切

札

賀
て

旨

蟄
～

叫
Q

じ
白

骨
Q

≡
蒜

.

只
望
ロ

ー

己
㌣

∽
.

ゴ
ロ

.

H
2

y

d
e

-

｢
､

ゝ

ぎ
訂
わ

丸

等

叫
q

已
白

骨
Q
叫

叫

計
ヤ

ー

P

A
亡

P
.

試
e

己
e

冒
e
l

g

【

芝
山

-

S
.

モ
T

.

(

2
)

S
t

e
i

邑
e

.

T
･

.

空
s

m

賀
C

打

巴
∽

S
O

N
小

巴
勺
○
-

E
打
2

♪

h
Q
ゝ

竜
岩

詳
記

ヽ
■
鼓
さ
申

岩

ざ

聖
T

.

1

巴
-

ぷ
.

.

-

心

ふ
〇

.

S
.

ヨ
下

卑
.

く
O
g
2
-

.

W
.

.

b
訂
･

3

学
監
わ

ゝ

各

邑
顎
書
記
訂

訂
…ヾ

ぢ
.

B

岩
亡
ロ
∽

C

F

w
e

首
-

設
-

.

∽
.

-

N

h
･

(

3
)

S
-

2
0

ロ
､

甲

声

○
こ

S
.

£
.

(

4
)

野
O

d

已
t

N
.

G
.

.

加
計
琵

琶
q

訂

喜
賢
喜
怒

蒜

昌
Q

邑

邑
b

L

心

学

甜
一

⊥

旨

訂
ま

§
笥
ぜ

l

e

n
p

-

や
ロ

N
.

S
･

-

志

-
-

£
･

(

5
)

望
箋
Q

叫
ヽ

冬
空
h

b

訂

ね
b

3 .

n

空
也

一
瞥
等

致
～

ヨ
"

ヽ

訂
苫
礼

ぎ
竜

悪
さ

軋
b

h

b

芸
計
ら

訂
苫

知
乳
q

訂
～

竜
也
h

.

や

コ
1

･

-

監
-

.

U
d
･

H
､

B
O

ユ

呂.

-

∞

加

-
.

S
.

ご
一

声

(

6
)

∽
t
O

F

已
夕

声

声

Q
こ

∽
●

ご
N

●

∽
t

e
-

m
-

e

は
こ

の

期
を
ビ

ス

マ

ル

タ

社

会

政

策
の

も
っ

と

も
重

要
な

段

階

と

み

て

い

る
｡

(

7
)

C

巴
岩
.

E
.

.

加
計
喜

§
q
か

已
h

哲
じ
斡

母
Q

訂

悪
さ

T

已
U
i

n

g
e

ロ

ー

や

N

♪

∽
.

N

h

-
N

か
.

(

8
)

く
巴

.

N
一

申

只
亡
C

N

y
ロ
S

打
i

.

】
･

､

b
計

n
Q

籠
已
b

監
q

乱

写

卜

薦
b

礼

箋

ゝ

さ
也

恵
等

串

邑
顎

丸
b

喜

知

合
叫

邑
計

慧
崇

♪

出
d
･

い
､

b
篭
h

邑
･

ぎ
吉
叫

計
1

卜

竜
也

札

等

』

a
b

恵
等

訂

b

…
訂

鼓
訂
さ

邑

…
苫

一

等
-

ひ

計

】

り

Q

Q
､

田
e

ユ
i

ロ

ー

也

か

N
.

S
.

宗
00

芦

(

9
)

拙

稿
｢

ビ

ス

マ

ル

ク

社

会
保

険

研

究
の

一

視

角
山

1
経
済

的

必

然
性

静
I

l
+

『

一

橋
論
叢
』

､

一

九

七
一

年
五

月
号

､

参
照

｡

Ⅶ

直
接
的
生

産
過
確
に

お

け

る

｢

事
前
的
保
護
+

よ

り

も
､

労
働
者
の

生

活
過
橿
に

お

け
る

｢

事
後
的
救
済
+

の

方
を

選
択
す
る

第
二

の

前
提
と

し

て

ほ
､

回

復
不

能
の

損
傷
労
働
力
に

見
合
う
だ

け
の

健
全
な

労
働
力
を

禰

(

1

)

給
し

う
る

用
意
が

な

け
れ

ば

な

ら

な
い

｡

も

七

損
傷
労
働
力
の

回

復
不

能

部
分
の

増
大
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

こ

れ

を

補
充
し

う
る

給
漁
が

な
い

の

で

あ

れ

ば
､

資
本
は

､

や

は

り

直
接
的
生

産
過
程
で

労
働
力
を

保
護
し

､

事

前
に

労
働
力
の

酷
使
と

磨
滅
を

防
止

し

な

け

れ

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

}
｡

､

才
一

一

ヽ

一



( 1 2 1) 研 究 ノ ー

ト

ビ

ス

マ

ル

タ

社
会
保
険
成
立
の

背
後
に

は
､

い

か

な

る

労
働
力
拾
渡
が

存

在
し
た

の

か
｡

ド

イ

ツ

社
会
経
済
史
の

領
域
で

は
､

一

八

六

〇
-
九
〇
年
代
に

､

農
業

(

2
)

労
働
力
の

｢

移
動
+

に

よ

る

エ

業

労
働
力
ヘ

の

転
化
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
｡

そ
れ

に

よ

れ

ば
､

西
部
重
工

業
の

飛
躍
的
発
展
を

支
え

た

労
働
力
給
汝
は

､

農
業
の

剰
余
労
働
力
の

非
回

帰
的
な

｢

移
動
+

が

主
体
を

成
し

て

い

た
｡

■

人
口

研
究
史
の

区
分
に

従
え

ば
､

人
口

移
動
は

｢

国

内

移

住
+

望
ロ

n
e

苧

W
巴
】

d
e

2
ロ

粥

と

｢

海
外
移
住
+

A
亡
S

弓
巴
乙
宍
戸

ロ
粥

の

運
動

系

統
に

分

け

ら

れ
る

｡

一

八

七

〇
年
ま
で

の

人
口

移
動
は

､

北
ア

メ

リ

カ

ヘ

の

｢

海
外

移
住
+

を

主
と

し

て

お

り
､

｢

国
内
移
住
+

は

河
F
O

訂
↑

呂
e

訂

等
の

西
部

(

3
)

重
工

業
地

帯
を

軸
心

と

す

る

｢

短
距
離
移
動
+

で

あ
っ

た
｡

し

か

も
こ

の

時
期
は

西
南
部
ド

イ

ツ

を

主
軸
と

し
た

人
口

移
動
で

あ

り
､

ま

だ

東
部
ド

イ

ツ

の

農
業
人
口

を

ま

き

込
ん
だ

も
の

で

は

な

か
っ

た
｡

東
部
ド

イ

ツ

か

ら

西
部
重

工

濾
地

帯
へ

の

人
口

移
動

､

す
な

わ

ち
､

ド

イ

ツ

人

口

史
上

､

｢

決
定
的
な

意
味
+

を

も
つ

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

労
働
力

移
動
は

､

一

八

七

〇
年
代
に

､

む

し

ろ

ド

イ

ツ

農
業
内
部
の

要
因
に

基
づ

い

て

生

じ
た

も

(

5
)

の

で

あ
っ

た
｡

冒
ぅ

に

よ

れ

ば
､

頭
か

ら

西
へ

+

の

労
働
力
移
動
は

次
の

三

つ

の

要
因
に

支
え

ら

れ

て

い

た
｡

第
一

は
､

東
部
ド

イ

ツ

の

農
業
地

域
の

､

耕
地

拡
大
の

限
界
に

よ
る

土

地

制
約
か

ら
､

人
口

増
加
分
の

内
部
吸

収
が

で

き

な

く

な
っ

た

こ

と
､

第
二

は
､

三

田
制
経
済

0

邑
支
倉
⊇

1

-

ユ
s

c

F

已
t

か

ら
､

輪

作

経

済

句
r

宍
F
t

弓
e

C

F
s
e
-
J

已
ユ
s

c

F

已
t

へ

の

移
行
に

伴
な

う
農
業
労
働
制
皮
の

変

化
､

特
に

､

H

n

邑
e

亡
t
e
ト

J

戸
口

打
0
【

関
係
の

解
体
と

ロ
e

勺

已
仙

5
t
､

季
節

労

働
者
の

比
重

が

増
大
し

た
こ

と
､

第
三

は
､

一

八

七

八

-
七

九
年
を

頂
点
と

す
る

農
業
恐

慌
に

よ
っ

て
､

農
業
賃
金
と
工

業
貸
金
の

格
差
が

拡
大
し

た

こ

と
､

で

あ
っ

た
｡

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

労
働
力
移
動
は

､

そ

の

初

期
に

お

い

て
､

O
s
t
･

､

W
e

∽
t

勺

岩

島
e

ロ
ー

S
c

E

乳
0

ロ
､

勺
O

m
m
e

⊇
､

勺
O
S

e

ロ

の

各
州
か

ら

当
時
の

エ

業
中
心

地

切
0

註
n

に

向
っ

た

と

推
測
さ

れ

て

い

る
｡

一

八

七

〇
年
代

の

運
動
は

､

中
部
ド

イ

ツ

の

工

業
地

帯
へ

の

移
動
を

主
流
と

し

て

い

た

が
､

一

部
は

す
で

に

河
F
2
i

n
-

㌢
ロ
n

や

W
O
S

t
f

巴
0

ロ

に

も

進

出

し

て

い

た
｡

し
か

し
､

一

八

八

〇
年
以

降
は

､

勺
【
e

邑
e

ロ

の

東
部
諸
州
か

ら
､

中
間
帯

を

旗
躍
し
て

ぎ
F
｡

地

方
へ

流
入

す
る

｢

長
距
離
移

動
+

が

特

徴

的
で

あ

る
｡

こ

れ

を

翻
っ

て
､

西
部
重
工

業
の

立

場
か

ら

言
え

ば
､

一

八

八

〇
年
代

の

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

労
働
力
移
動
の

経
済
的
重

要
性
は

､

二

つ

の

理

由

に

基
づ

い

て

い

た
｡

そ

の

第
一

は
､

生

産
拡
大
に

伴
な

う
需
要
労
働
力
が

西
南
ド

イ

ツ

の

農
業
地

帯
や

隣
接
諸
州
か

ら

十
分
に

補
給
さ

れ

な

く
な
っ

(

8
)

た
こ

と
､

第
二

は
､

一

八

八

〇
年
代
の

東
部
人
口

移
動
の

主
流
が

｢

海
外

移
住
+

で

あ
っ

た

こ

と
､

で

あ

る
｡

一

八

七

〇
年
代
を

通
じ

て
､

下
火

で

あ
っ

た

｢

海
外
移
住
+

は
､

一

八

八

〇
年
を

境
に

し

て

急
激
な

増
大
に

転

(

9
)

じ
て

い

る
｡

従
っ

て
､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
の

背
後
に

あ

る

労
働
力
給
源
は

､

ユ

ン

カ

ー

経
済
の

常
雇
労
働
力
体
系
か

ら

季
節
労
働
を

主
体
と

す
る

労
働
力

(

10
)

体
系
へ

の

転
換
に

伴
な
っ

て
､

解
体
さ
れ

､

放
出
さ

れ

た

自
由

労
働

者

-
主
に

E

ぎ
ー

訂
g
e
r

.

G
e
s

呂
.

d
e

.

H
抑

亡

巴
e
l

-
に

求
め

ら

れ

な

け

れ

一
.

⊥

ば

な

ら
な

か

っ

た
｡

す
な

わ

ち
､

西
部
重
工

業
の

労
働
力
給
汝
は

､

｢

海
外

㍑

｢
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移
住
+

の

運
動
系
統
を

｢

国
内
移
住
+

の

運
動
系
統
に

変
え

て
､

西
部
重

工

業
地

帯
に

｢

長
距
離

移
動
+

と

し
て

吸

引
す
べ

く
､

｢

政

濾
的
+

に

創
出

さ

れ

ね

ば

七
■
ち

な
か

っ

た

と

思
わ

れ

る
｡

ビ

ス

マ

ル

ク

が
､

R
e

E
邑
品

で

再
々

度
､

｢

輸
出
を

促
進
す
る

こ

と
ニ

ケ
…
:

ま

さ

し

く

『

海
外
移
住
』

(

11
)

.

を

阻
止

す
. る

こ

と

で

あ
る
+

と

述
べ

た
の

も
､

労
働
力
給
漁
を

政
策
的
に

確
保
し
十

て
つ

と

す
る

重
工

業
資
本
の

意
向

を

代
弁
し

た

も
の

で

あ
っ

た
｡

(

1
)

■
満

と

よ

り

生

産

拡

大
の

方

向

を

と

り
つ

づ

け
る

な
ら

､

単
に

損

傷
労

働
力
の

回

復

不

能

部

分
の

補
充
だ

け
で

な

く
､

そ

れ

以

上
の

労

働
力

給
振

を

も

た
.
ね

ば

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

人
2
)

H
O

鞘

m
巴

-

乍
.

W
･

G
.

.

b

已

胃
e
訂
ぎ
S

札

等

軒
邑
篭

ぎ
さ

司

芝
h

溝

鳥
篭
吋

≠

礼

篭

転
琵
恥

礼
Q

∽

一

戸

ヽ

鼓
昌

富
計
喜
.

B
e

ユ
i

n
＼

H
已
d

已
b
e

蒜
＼

ヨ
e

宅

ぺ
宮
村

七
巴
.

S
.

-

諾

声

只
O
C

F

】

戸
.

b
訂

也
Q

式
葛
訂

賢
旨
b

寧

哉
崇
3
恥

叫

S

知
ぎ
計

式
各

誉

b

葛

N
b

恵

葛
札

諒
已

冨
山

ヽ

㌣

ロ

穿
s

e

E
O

ユ
ー

設
阜

-

∽

+
-

1
N

〇
･

切
口

旨

邑
.

芦
.

司
丸

ミ

旨
計

息
?

(

7
)

知
ひ

芸

計
･

た

と

え

ば
､

知

旨
【

地

方
に

お

け
る

プ

ロ

イ

セ

ン

宵
爪

㍊
イ

⊥

部
諸

州

出

身

人
口
】

に
､

一

八

七
一

年
1

一

万

人
､

八

〇

年

-
二

万

九

千

人
､

八
五

年
-
四

万
三

千

人
､

〓
●

)
｡

一

八

八
一

1
九

〇

年
に

､

へ

+

移
動
し

た
｡

(

B
e
c

F
t

e
】

､

声

(

8
)

巾

ど

已
声

S
.

!
-

N

㌣

(

9
)

知
O
S

e

ロ

b

甥
g
-

出
e

ユ
ー

n

-

也

示
叫

.

∽
.

外
に

渡
っ

た
｡

N

N

阜

-
N

N

h
.

で

あ
る

｡

(

只
O
C

F
.

P

声

〇
.

.

∽
.

お

よ

そ

五

〇

万
人

が

｢

束
か

ら

西

戸

〇
.

､

S
.

N

ヨ
･

)

｡

コ
○

托

5
P

ロ

ロ
.

声

声

○
こ

∽
.

-

¶

N

芦
-

n

言
曾

b

尽
芸
設
計
苫

ま

串

礼

望
∽

§

雫
註
怒
声

合
･

一

八

八

〇

1
九
三

年
に

一

八

〇

万

人

が

海

叫
Q

h
b

巴
息
訂

‥

冒
さ

ロ
C

F
e

ロ

(

3
)

ロ
○

コ
コ

､

t

亡

▲コ
弓

P
ロ

d
e
-

b

昌
訂
へ

空
白

さ
叫
h

帆

§

一

軍

童
屯

営
.

ヽ

乳
畏
ま
畠
礼
也

ミ
.

-

諾
チ

S
.

N

加

-
N

や
.

N
い

ぶ
.

只
一

E
.

.

ロ
e
→

S

O

N
i

巴
e

亡
ロ

ー

弓
i

ユ
買
F

巴
t
-

i

c

F
O

S
t

コ
ロ

打
.

U
e

ま
∽

O

E
P

已
J

P

m

E
ロ

d
O

d
e
s

-

P

-

P

F

旨
亡

苧

d
e

旨
､

ヨ
里
長
監
萱
じ

ぎ
忘

盲
＼

紆
じ

已
･

§
札

司
叫

ミ
旨

宅
?

笥
h

鼓
訂
監
♪

出
d

.

h

〇
.

-

貰
い

ー

∽
.

宗
N

.

(

4
)

内
乱
血

豆
札

声

S
.

宗
谷

.

(

5
)

O
p
勺
｡

｡

F
｡

ぎ
｡

♪

句
･

･

D

ま

)P
-

t

N
S

C

F
e

G
e
s

e
t

♪

幹

首
Q

賢
一

ヽ

已
町

さ

喜
ざ

設
.

甘
F
r

甲
､

-

¢

山

N
.

S
.

巴
小

声

(

6
)

B
O

⊇
､

声

声

〇
.

､

∽
.

レ

£
一

(

1 0
)

蘇

田

淳

｢

一

九

世

紀
末

､

東
ド

イ

ツ

に

お

け
る

鼻
業
労
働
者

問

題
+

『

経

済

学

研

究
』

第
二

七

巻
､

一

九
六

一

年
､

参

照
｡

く

竿

P

切
一

班
e
c

F

訂
}

.

戸

声

Q
.

､

S
.

N

リ
N

-
N

叫

肌
.

(

1 1
)

W
e

E
e

r
-

芦
･

亡
･

.

望
叫

S

宅
急

e
畠
礼

告
､

ヽ
ヾ
､

尽
等

邑
計

S

声

只
望

ヱ
U
e

ユ

昌
.

-

芸
¢

.

∽
.

-

h

㍗

一
Ⅷ

ド

イ
ツ

に

お

け

る

｢

大
不

況
+

の

過
程
を

景
気

政
策
の

観
点
か

ら

検
討

(

1
)

し

た

声
畠
e

巳
U

e

品

は
､

当
時
の

労
働
者
階
級
を
ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険

(

2
)

と

の

関
連
か

ら

次
の

三

階
層
に

分
類
し

て

い

る
｡

第
一

階
層
は

､

労
働
者

階
級
の

大
部
分
を

占
め
る

就
業
労
働
者

層
で

あ

る
｡

第
二

階
層
は

､

景
気

後
退
期
に

表
面

化
す
る

｢

流
動

性
+

の

高
い

景
気
的
失
業
者

居
で

あ
る

｡

第
三

階
層
は

､

療
疾

者
等
の

長
期
的
な

労
働
不

能
者
を

主
体
と

す
る

層
で

あ
る

｡

知
b

買
旨
e

ぷ

ほ
､

労
働
者
の

三

倍
層
分
類
を

通

じ
て

､

ビ

ス

マ

ル

､

_
■

ヽ
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ク

社

会
保
険
の

政

策
的
意
図
が

､

第
一

階
層
へ

の

｢

し
め

つ

け
+

に

あ
っ

た

こ

と

を

示

唆
し

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

生

産
過
程
か

ら

脱
落
し

た

損
傷

労
働
力
を

回

復
さ

せ
､

再
度

､

生

産
過
程
に

復
帰
さ

せ

る

機
能
を

重

視
し

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
る

が
､

第
一

階
層
の

労
働
者
は

､

す
で

に

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保

険
成
立

前
か

ら

各
種
救
済
金
庫
に

帰
属
し

て

お

り
､

社
会
保

険
成
立

は
､

必

ず
し
も

彼
ら
に

｢

経
済
的
+

な

意
味
で

プ

ラ
ス

と
は

評
価

(

3
)

で

き

な
い

と
い

う
｡

た

し

か

に
､

救
貧
法
に

抵
触
す

る

第
三

階
層
を

保
険

制
度
に

吸

収
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
､

救
貧
浩
行
政
の

担
当
者
で

あ
る

G
?

(

4
)

ヨ
e

山

邑
e

の

財
政
負
担
を

軽
減
し

､

本

来
､

生

産

費
に

属
す
べ

き

災
害
保

険
費
用
を

疾
病
保
険
に

転
嫁
し

て

い

る

事
実
を

観
れ

ば
､

第
一

階
層
に

対

す
る

｢

抑
制
+

的
傾
向
を

免
れ

な

か

っ

た

と

考
え

ら

れ

る
｡

こ

の

点
か

ら
､

(

5
)

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
政
策
は

雇
主
保
護
政
策
と

の

規
定
を

受
け

た
の

で

あ
っ

た
｡

し
か

し
､

第
一

､

第
二

階
層
の

労
働
者
に

対

し
て

､

各
種
救
済
金
庫
間

の

｢

移
動
性
+

を

与
え

た

点

ほ
､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
の

｢

積
極
的
+

側

面
と

し
て

評
価
さ

れ

て

よ
い

で

あ

ろ

う
と

思
わ

れ

る
｡

甲
e

ロ
t

呂
○

の

指

摘
す
る

よ

う
に

､

⊥

八

七

〇
年

代
に

は

各
種
救
済
金
庫
の

混
在
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

相
互

の

連
絡
が

な
い

た

め
､

退
職

､

移
転
等
の

｢

移
動
+

は

た

(

6
)

だ

ち
に

､

鼠
合
貞
資
橙
と

給
付
請
求
権
の

襲
失
に

つ

な

が
っ

て

い

た
｡

そ

の

上
､

当
時
の

景
気
後
退

期
に

は
､

き

わ
め

て

｢

流
動
性
+

の

高
い

第
二

階
層
の

存
在
が

注
目
さ

れ

て

お

り
､

か

か

る

意
味
で

､

労
働
力
の

｢

移

動

性
+

を

｢

経
済
合
理

的
+

に

確
保
す

る

必

要
が

生

じ

た

も

の

と

思
わ

れ

る
｡

そ

れ

ゆ

え
､

訂
岩
F

打
①

の

所
説
は

､

救
済
金
庫
間
の

格
差

解

消

と

そ

の

統
一

的
整
備
を

図
る

こ

と
に

ょ
っ

て
､

労
働
力
移
動
を

円

滑
に

し
､

エ

業

(

7
)

全
体
へ

の

労
働
力

供
給
を

調
整
す
る

視
点
を

含
む
も

の

で

あ
っ

た
｡

け
れ

ど

も

救
済
金

座
間
の

円

滑
な

移
動
の

簡
保
証
ほ

､

重
工

業
内
部

の

経
営
内

疾
病
金
庫
の

優
位
性
を

印
象
づ

け

た
｡

｢

大
不

況
+

の

過
程
で

､

生

産
拡

大
を

基
調
と

し
た

西
部
重
工

業
部
門
は

､

景
気
の

後
退
に

も
か

か

わ

ら

ず
､

活

発
な

労
働
力
需
要
構
造
を

も

つ

と

み

ら

れ

た
が

､

救
済
金
庫

制
度
の

統
一

的
整
備
は

､

ま
さ

に

重

工

業
資
本
へ

の

労
働
力
調
達
の

径
路

を

確
立

す
る

も
の

で

あ
っ

た
｡

従
っ

て

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
は

､

第
一

階
層

､

第
二

階
層
に

集
積
す
る

移
動
性
労
働
力
を

法
的
に

整
備
さ

れ

た

径

路
を

通

じ
て

､

た

え

ず
吸

引
す

る

政

策
､

す
な

わ

ち

只

宍
N

召
∽

E

の

指

(

9
)

摘
す

る

重
工

業
資
本
の

労
働
力
定
着
策
と

し

て

出
現
し
た

の

で

あ
っ

た
｡

も

と

よ

り
､

第
一

階
層
に

は

労
働
力
給
源
と

し
て

限
界
が

あ
り

､

重
工

業

資
本
は

｢

積
極
的
+

な

労
働
力
給
源
確
保
を

第
二

階
層
に

求

め
､

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

労
働
力
移
動
を

促
進
し

た

も
の

と

解
さ

れ

る
｡

か

か

る

意
味

で
､

ビ

ス

マ

ル

タ

社
会
保

険
は

､

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

移
動

労

働

力
を

､

(

こ

地

帯
別

､

産
業
別
(

乃
e

岩
F

打
e

)

(

二
)

企
業
別
(

只

喜
N

y
ロ

を
)

に

吸
引
す
る

構
造
を

も

つ

も

の

で

あ
っ

た
｡

(

1
)

例
え

ば
､

一

八

七

八

年
社

会

主

義
者

鋲

庄
法

の

性
格

を
､

景

気

刺

激
策
と

し
て

企

業

家

精
神
を

鼓

舞
す
べ

き

も
の

と

考
え

て

い

る
｡

(

河
O
S

①

n

b
e

ぷ
.

戸

声

〇
.

.

S
.

N

O

ひ

i
N

O

仇
.

)

(

2
)

如
訂
達

軋

声

S
.

N

-

h
.

(

3
)

如
訂
苫
n

訂
.

(

4
)

勺
e
∽

C

F
打
○

､

3
芸
叫
､

B
e
r

ご

ロ

河
○

∽

昌
b
e

r

粥
-

戸

勺
.

.

の
匂
h

b

か

訂
空
包

札
聖
て

丸
b

や

毘

設

計
逮

h
O

已

已
N

忘
ヽ

已
q
し

訂
一

-

¢

か

N
.

S
.

-

谷

山
.

C
P

F

ロ
.

声

声

〇
.

.

∽
.

N

-

.

声

〇
.

､

S
.

N

-

か
一
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号 ( 1 2 4)

(

5
)

吋
訂
}

乱
声

咋

㌍
k

～
2.
㌢

(

6
)

]

野
e

ロ
t

P

ロ
○

､

L
-

5

き
丸

達

卜

駄
句

串

軋

…

和
白

慧
や
､

ま

芸

軋

訂

篭
駄
軋
も

知
己
寧
計

已
記
記

叫

b
包

ま

訂

旨
訂
達

計
､

】

e

ロ
p

-

¢

ご
.

S
.

〓
汁

(

7
)

勺
e
s

c

F

打
e

.

き

声

〇
.

､

∽
.

-

志

声

(

8
)

前
掲
拙

稿
(

『

一

橋
論

叢
』
)

､

参
照

｡

く
g

-
.

切
実

声
計
叫

訂
古
仏

琶

聖
邑
訂
ま
内

聖
ぶ

軒
1

訂

箕
島
～

訂

訂
岩

穴
望
n
､

O
p
-

a

n

わ

ロ

ー

芸
㌣

S
.

【

∽

-
い

〇
.

(

9
)

只
∈

U

N

y
n
S

E
.

声

声

〇
.

.

S
.

加

N

-
設
.

河
e
-

c

F

弓
已
ロ

.

]

戸
-

叫
Q

軋
む

母
Q

≡
叫

ざ

Ⅸ

一

八

七
一

年
帝
国
雇
主
賠
償
責
任
法
の

改
正

問
題
に

端
を

発
す
る

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保

険
の

成
立
過
程
は

､

著
し

く

西
部
重

工

業
資
本
の

イ
ン

タ

レ

ス

ト

に

彩
ら

れ

て

い

る

点
が

注
意
を

引
く
で

あ

ろ

う
｡

保

護
関
税
獲
得

の

た

め
､

一

八

七

六

年
に

結
成
さ

れ
た

｢

ド

イ

ツ
エ

業
家
中
央
連
合
+

に

結
集
す

る

重
工

業
資
本
家
の

動
向

､

公
法
的
災
害
保
険
へ

の

転
換
に

際
し

て

果
し

た

｢

バ

ー

レ

意
見
書
+

の

役
割

､

河
e

･
已

邑
品

に

お

い

て

声
H
●

く
.

S
t

∈

m
ヨ

を

先
頭
と

す

る

重
工

業
資
本
家
の

代

表

政

党
｢

帝

国

党
+

の

与
党
的
役
割
等

､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
成
立
に

あ

た
っ

て

共
通
し

て

(

1
)

認
め

ら
れ

る

側
面
は

､

重
工

業
資
本
の

積
極
的
な

態
度
で

あ
っ

た
｡

今
､

マ

ル

ク

ス

の

資
本
循

環

範

式

T
ヱ
約
言

…

?
弓
1
n

､

を

例
に

と
っ

て

そ

の

理

由
を

説
明

す
れ

ば
､

勺

の

直
接
生

産
過
程
ほ

､

生

産

増
大
の

傾
向
を

と

る

重
工

業
資
本
に

と
っ

て

法
的
規
制
を

安
く
ぺ

か

ら

ざ

る

過
程
で

あ
っ

た
｡

そ

の

た

め

労
働
者
保
護
立

払
は

香
定
的
な

ら
ざ

る

を

得
ず

､

こ

れ

に

代
っ

て

社
会
保

険
が

登
場
し
た

の

で

あ
る

｡

そ

し

て

そ

の

棒
造
は

､

災
害

､

疫
病
等
の

事
故
に

よ
サ

て

生

産
過

程
か

ら

脱
落
し

た

扱

勝
一

⊥

傷

労
働
力
を

司
､

-
勺

の

流
通

過
程
に

お
い

て

回

復
さ
せ

､

労
働
力
を

再

生

産
し

ょ

う
と

す
る

も

の

に

外
な

ら

な

か
っ

た
｡

し
か

し

葛
､

-
n

､

の

過

程
で

労
働
力
保
全
を

図
る

た

め

に

は
､

七

に

お

け

る

労

働

力
の

事

前

的

保

護
よ

り

も

葛
､

-
勺

に

お

け
る

事
後
的
救
済
の

方
が

､

資

本
に

と

っ

て

｢

負
担
減
+

で

あ

り
､

か

つ
､

の

-
司

の

過

程
で

回

復
不

能
の

労
働
力

に

見
合
う
新
規
の

労
働
力
を

調
達
し

う
る

と
い

う
二

つ

の

前
提
が

確
保
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

業
務
上

災
害
と

業
務
外
疾

病
の

結
合
に

よ

る

｢

待

期
+

期
間
の

設
定
は

､

資
本
の

負
担
減
を

実
現
す
べ

き

も
の

で

あ
っ

た
｡

ま

た
､

｢

東
か

ら

西
へ

+

の

移
動
労
働
力
は

､

確
保
す
べ

き

重

要
な

労

働

力
給
漁
を

な

し
た

の

で

あ
る

｡

ド

イ

ツ

資
本
主

義
構
造
の

特

質
の

一

つ

と

(

2

)

し

て
､

｢

流
通
過
程
の

優
位
性
+

が

言
わ

れ

る

如
く

､

ビ

ス

マ

ル

ク

社

会

保

険
の

｢

経
済
的
必

然
性
+

は
､

西
部
重

工

業
資
本
の

労
働
力
再
生

産
機

構
を

確
立
し

､

そ
の

再
生

産
過
程
を

確
保
す
べ

き

も

の

と

し

て
､

す
ぐ
れ

て

｢

流
通
過

程
+

に

介
入

し
た

政
策
で

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

と
こ

ろ
で

､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
を

､

重
工

業
資
本
の

労
働
力
再
生

産
過
寒
の

確
保

策
と

認
め
る

に

は
､

少
な

か

ら

ず
､

社

会
政

策
論
の

見
地

か

ら

問
題
を

提
起
す
る

こ

と

に

な

る

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

は
､

｢

経
済

的

必

然
性
+

と

｢

社
会
的
必

然
性
+

の

統
一

的
視
点
を

め

ぐ

る

問

題
に

帰
着
す

(

3
)

る

で

あ

ろ

う
と

思
わ

れ
る

｡

こ

の

点
に

関
し

て

注
意
を

要
す

る
の

は
､

社

会
保
険
の

対

象
と

し
た

｢

労
働
者
+

が

｢

社
会
的
必

然
性
+

論
と
｢

経
済
的

必

然
性
+

論
で

基
本
的
に

異
な
る

こ

と

で

あ

る
｡

社
会
的
必

然
性
論
で

検

討
し

た

と
こ

ろ

で

は
､

一

八

七

〇
-
八

〇
年
代
の

社
会
民
主

党
系
労
働
運

動
の

主
体
は

､

N
亡

已
t

系
譜
に

属
す

る

手
工

業
者
層
の

後
継
者
で

あ
っ

て
､

'

J ■

ト
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J 2 β

暮
1

.

-

(

4
)

ま

だ

近

代
的
工

場
労
働
者
を

主
体
と

す
る

も

の

で

は

な
か

っ

た
｡

社
会
民

主
党

員

A
.

G
e

旨

の

作
成
し

た

テ
ー

ブ

ル

に

よ

れ

ば
､

当
時
の

有

力
な

労
働
組
合
は

､

大
部
分
が

､

印
刷
エ

､

大
工

､

指
物
工

等
の

労
働
者
層
を

(

5
)

構
成
員
と

す
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

そ

し

て
､

ビ

ス

マ

ル

ク

社

会

保

険
の

｢

社
会
的
必

然
性
+

は

か

か

る

労
働
取

合
の

強
力
な

支
え

と
な
っ

た

｢

共

済
金
庫
+

を

弾
圧
す
る

こ

と
に

よ

り
､

労
働
運
動
全
般
の

瓦
解
を

狙
い

と

し

た

の

で

あ
っ

た
｡

こ

れ

に

対

し

て
､

近

代
的
工

場
労
働
者
は

､

就
業
規
則
や

経
営
内
疾
病

(

8
)

金
庫
を

前
に

し

て
､

運
動
基

盤
を

失
っ

て

い

た
｡

さ

ら
に

､

西
部
重
工

業

地

帯
で

は
､

各
種
の

｢

社
会
主

義
者
鎮
圧
法
+

が

す
で

に

効
力
を

有
し

て

お

り
､

厳
し
い

雇
主
の

監
督
の

下
に

､

労
働
運
動
へ

の

接
近
が

妨
げ

ら
れ

(

7
)

て
い

た
｡

従
っ

て
､

重
工

業

資
本
が

､

社
会
保
険
を

要
求
す
る

に

至
っ

た

の

は
､

や

ほ

り
､

｢

労
働
力
+

の

視
点
に

立
っ

て

い

た

か

ら
で

は

あ

る

ま

い

か
｡

こ

の

帰
結
が

ゆ

る

さ

れ

る

と

す
れ

ば
､

ビ

ス

マ

ル

ク

社
会
保
険
ほ

､

労
働
力
政
策
と

労
働
者
政
策
の

視
点
を

､

災
害
保
険
と

疾
病
保
険
の

結
合

に

よ
っ

て
､

あ

わ

せ

も
っ

て

い

た

と

解
さ

れ
よ

う
｡

そ

の

限
り

に

お
い

て
､

一

八

八
三

年
疾
病
保
険
は

､

両
者
の

視
点

を

統
一

す
る

､

極
め

て

重

要
な

政

策
手

段
で

あ
っ

た
と
い

え
る

の

で

あ

る
｡

(

l
)

前

掲

拙

稿

(

『

一

橋
論

叢
』
)

､

参
照

｡

(

2
)

松
田

智

雄

｢

ド

イ

ツ

資
本

主

義

構
造

論
に

寄

せ

て
+

『

国

民

経

済
の

諸

類

型
』

松
田

智
雄

･

川

島
武

宜

編
､

岩
波
書
店

､

一

九

六

八

年
､

五

〇
三

頁
｡

(

3
)

｢

経
済

的
必

然
性
+

論
と

｢

社

会

的

必

然
性
+

論
の

統
一

視
点

の

重

要

性
に

つ

い

て

は
､

大

陸
寺

領
一

｢

社

会
政

策
本

質
論
争
の

現

.

段
階
+

『

一

橋

論
叢
』

一

九

六

〇

年
一

〇

月

号
､

二
一

三

頁
以

下
､

参
照

｡

(

4
)
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